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組織の84%が、 

GenAIの採用が中程
度、高い、または非常に
高いと回答しています。 

調査対象企業の92%にと
ってGenAIは重要であ
り、51%はGenAIを非常に
重要であると考えていま
す。 

インフラストラクチャー 

コードにおけるGenAIの
41%は、オープンソー
スです。 

71%の組織にとって、 

モデル/ツールのオープン
ソース性は、透明性と 

コスト効率により、その
採用に良い影響 

を及ぼしています。 

組織の78%は、標準およ
び規制の遵守と信頼性を
主要因として、中立的な
団体にホストされるオー
プン ソース ツールを使用
することが重要と考えて
います。 

回答者の82%は、 

オープンソースAIがAI
の将来にとって重要 

であることに同意してい
ます。 

組織の30%は独自のモ
デルに独自のデータを
使用しており、22%はオー
プンソース モデルに独自の
データを使用しています。 

ほとんどの組織は、クラウ
ドでのセルフホスティン
グ（49%）やマネージド

APIサービス（47%）など、
GenAI推論をホストする複数
の戦略を採用しています。 

 

GenAIモデルを提供または
セルフホスティングして
いる企業のうち、推論 

ワークロードに50%が
Kubernetesを使用して
います。 

調査対象組織の65%がク
ラウドベースのインフ
ラストラクチャー上で
GenAIモデルを構築お
よびトレーニングして
います。 

GenAIにより、回答者の
79%が、生産性を向上
させ、新たなスキルを習
得し、創造性と革新性を
向上することができまし
た。 

GenAIの将来について、回
答者の83%がAIはますま
すオープンにする必要が
あることに同意していま
す。 

生成AI（Generative AI：GenAI）の未来を形作る 
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序文 

このレポートが公開される数日前、音楽学士号の取得を目指している息子が電話をかけてきて、「オープンソース生成AI」が音楽業界にど

のような影響を与えると思うかと尋ねてきました。「オープンソース生成AIはクリエイターの役に立つと思うか、それとも害になると思う

か」と息子は尋ねました。私は電話を落としそうになりました。もちろん、デジタル音楽であれ、業界で使用されるデジタル アプリケーシ

ョンであれ、あらゆる種類のデジタル作品の信頼できる未来を築くのに、なぜオープンであることが必要なのか、という私の考えを息子に

説明しました。データもいくつか見せました。 

GenAIが前例のない速さで業界を変革していることは周知の事実です。この技術が主流になるにつれ、組織はAIの未来はオープンでなければ

ならないという考えに集約してきています。実際、組織の82%は、オープンソースAIがAIの将来を明るいものにするために不可欠であると

考えており、83%はAIが信頼、コラボレーション、イノベーションを促進するために、ますますオープンになる必要があることに同意して

います。私にとって、これがこのレポートから得られる主要な事柄です。 

Linux Foundationは、オープン性が進歩を促すエコシステムを育成することで、このビジョンを育ててきたことに誇りに思っています。

PyTorchのようなプロジェクトやGenerative AI Commonsなどの取り組みは、オープンソースがイノベーションを促進している好事例です。

一方、LF AI & Data FoundationのModel Openness Frameworkとその付属ツールは、オープンAIシステムの構築と採用に関する実用的で透明

性のあるガイダンスをモデル作成者やユーザーに提供しています。 

クラウド ネイティブ テクノロジーもまたこの進化の中心です。クラウド ネイティブは、クラウド インフラストラクチャー上でAIワークロ

ードを実行するスケーラブルで信頼性の高いプラットフォームを提供できるだけでなく、AIによってクラウド ネイティブ製品も強化されま

す。共通の標準、堅牢なフレームワーク、安全なインフラストラクチャーを通して、Cloud Native Computing Foundation（CNCF）は、企

業のコストを削減と、AIアプリケーション性能の加速を可能にしています。この共生関係は、今日のビジネスおよび技術の課題に対応した

オープン ソースの変革力を強調しています。 

生成AIの可能性は無限ですが、その成功は信頼性、アクセシビリティ、そして、グローバルなコラボレーションにかかっています。私は、

彼の研究を支援し、オープンソースAIプロジェクトの拡大と維持に関する意思決定に役立つデータを作成してくれた LF AI & Data と CNCF 

に感謝しています。 

このレポートは、世界がオープンかつ透明性を持って協力し合えば何を達成できるかを証明するものです。私の息子のような次世代のクリ

エイターや、ビジネスの意思決定者にとって、このレポートは楽観的になる理由を提供します。 

 
HILARY CARTER 

Senior Vice President, Research 

The Linux Foundation 
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エグゼクティブサマリー 

Linux Foundationが執筆したレポート「Shaping the Future of 

Generative AI（生成AIの未来を形作る）」は、組織内のGenAI

（Generative AI：生成AI）技術の進化と統合におけるオープンソ

ースの重要な役割を裏付けています。316人のさまざまな業界の専

門家を対象とした調査に基づいたこのレポートでは、オープンソ

ース プラットフォームとツールがGenAIの導入を加速させるだけ

でなく、将来のAIの進歩に向けた基礎的なフレームワークも構築

していることを示しています。現在、94%の組織がGenAIを使用し

ています。主要なユースケースには、プロセス自動化、コンテン

ツ生成、コード生成があります。 

オープンソース ソフトウェアはすでにGenAIの形成に力を入れて

います。平均すると、GenAIをサポートする組織のコード インフ

ラストラクチャーの41%がオープンソースです。GenAIの採用率が

高い組織（47%）は、採用率の低い組織（35%）と比較して、オ

ープンソース コードへの依存度が高くなっています。GenAIの採

用率が高い組織は、オープンソース テクノロジーのヘビー ユーザ

ーであるだけでなく、63%がオープンソースの重要な貢献者です。

その結果、回答者の71%が、オープンソースが意思決定に良い影

響を与えていると報告し、組織の73%が今後2年間でオープンソー

スのGenAIツールの使用が増えると期待しています。 

GenAI分野の成功の中心となっているのは、GenAIモデルの構築と

トレーニングのためのTensorFlowやPyTorchなどのオープンソー

ス フレームワークと、推論のためのLangChainやLlamaIndexなど

のアプリケーション フレームワークです。これらのオープンソー

ス フレームワークにより、組織は独自のツールにかかるコストの

ほんの一部で、モデルを構築、トレーニング、展開、を行うこと

ができます。オープンソース モデルは、組織の透明性を維持し、

クローズド ソースのプラットフォームへの依存を減らしながら、

カスタマイズされたソリューションの開発を強化できます。この

柔軟性は、信頼性、透明性、規制遵守が重要な業界では不可欠で

あることが証明されています。 

GenAI技術の将来に目を向けると、AI分野におけるオープンソース

の影響はさらに拡大すると予想されます。この調査では、AIはます

ますオープンになる必要があるという意見に83%の組織が強く同意

または賛同していることが明らかになりました。さらに、82%がオ

ープンソースAIは持続可能なAIの未来にとって重要な要素であると

回答し、61%がオープンソースの利点が関連するリスクを上回ると

確信しています。オープンソースGenAI技術の成長は著しいものに

なると予想されており、組織の73%が今後2年間でオープンソース生

成ツールの使用を増やすと予想し、26%が使用の大幅な増加を期待

しています。 

オープンソースのGenAIツールを統合する組織は、コスト削減のメ

リットを享受できるだけでなく、多くの場合、技術の進歩を促進す

る共同エコシステムに貢献します。レポートでは、スケーラブルな

GenAIソリューションのサポートにおけるクラウド ネイティブの重

要な役割についても議論しています。クラウドベースのインフラス

トラクチャーをオープンソースのフレームワークやツールと組み合

わせることは、組織が複雑なAIモデルをより効率的に管理および展

開することを可能にします。たとえば、Kubernetesはスケーラブル

なGenAIワークロードをオーケストレーションするための重要な手

段として登場しており、組織の50%が Kubernetes を使用してGenAI

推論ワークロードの一部またはすべてをホストしています。 

“GenAIの採用レベルが高い組織は、 

次世代のフレームワークとモデルの 

形成を支援し、それらを高度な 

現実世界のユースケースにより 

整合させています。” 
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このレポートでは、組織が競争力を維持し、業界のトレンドに

整合させるために、GenAI戦略においてオープンソースを優先し

続けることを推奨しています。また、Linux Foundation、Cloud 

Native Computing Foundation（CNCF）、LF AI & Data 

Foundationなどの中立的な組織が、信頼性とコラボレーション

を向上させるオープン ガバナンス構造を提供する上で重要であ

ることも強調しています。AIが業界の再編を続ける中、オープ 

ンソースは今後も不可欠な存在であり、AI技術の未来を定義す

るバランスのとれた透明性のあるコミュニティ主導のイノベー

ションへの道筋を提供します。オープンソースは、アクセスし

やすく、適応性の高い、コミュニティ主導のリソースを提供す

ることで、GenAIへのアクセスを民主化し、あらゆる規模の組

織が最先端のAI機能を安全かつ効果的に活用できるようにしま

した。 
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はじめに 

このレポートでは、組織におけるGenAI技術の導入、使用、課題

およびこの分野におけるオープンソースの役割と将来について考

察します。 

Linux Foundation Researchとそのパートナーは、2024年8月から9

月にかけてウェブ調査を実施し、この調査の経験的根拠を提供し

ました。調査回答者のスクリーニングにより、回答者は以下の条

件を満たしていることを確認しました。 

• 組織内のGenAI適用について、よく熟知している、とても

熟知している、または非常に熟知している 

• 組織で働いたことがある 

• 専門的な経験を持つ 

合計316人の回答者が調査に回答しました。 

このレポート全体にわたって、さまざまな吹き出しがあります。こ

れらの吹き出しには、調査の自由記述の質問「GenAIについて最後に

コメントやご意見はありますか？」に対する回答として、選択され

た言葉通りのコメント（背景色なしのイタリック体の青い文字）が

含まれます。 
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組織におけるGenAI

の適用と活用 

組織がGenAIを採用しているのは、コンテンツ作成、

パーソナライズされた顧客体験、意思決定サポート、

プロセス自動化、従業員トレーニング、調査と計画な

ど、幅広い戦略的ニーズ、および戦術的ニーズに対応

できるためです。GenAIの開発と使用、およびオープ

ンソースがGenAIの進化にどのような影響を与えてい

るかを理解するには、まず組織がGenAIにどのように

関与しているか、その主要なユースケース、および

GenAI展開の成熟度を評価する必要があります。 

GenAIの適用度合い 

図1はGenAIの適用度合いを示しています。図1の上の

グラフは、組織の94%がGenAIに関与しており、

GenAIの採用が非常に高いまたは高い組織（42%、

GenAIの採用率が高い組織）とGenAIの採用がわずか

もしくは中程度の組織（52%、GenAIの採用率が低い

組織）の2つのカテゴリに分類できることを示していま

す。また、図1では、組織の84%がGenAIを中程度、高

い、または非常に高く採用していることもわかります。 

図1：組織はどのようにGenAIを適用していますか 

あなたの組織は生成AIをどの程度適用していますか？（1つ選択してください) 

非常に高い採用率：生成AIは私たちの組織

の活動にとって重要です 
16% 

42% 

高い採用率：生成AIは特定分野の生

産に使用されています 
27% 

中程度の導入：生成AIが特定の分野でど
のように価値を付加できるかを実験して

います 
41% 

52% 

わずかな採用：生成AIの研究または 

評価しています 

 

10% 

生成AIツールとモデルの採用は

ありません 
6% 

推論には生成AIモデルを

使用する 

65% 
61% 

69% 

社内で生成AIモデルを

提供している 

43% 

36% 
52% 

上記以外 

 

 

わからない、または確信がない 

8% 
10% 

5% 

7% 
8% 

6% 

合計 わずかまたは中程度のGenAI採用 高いまたは非常に高いGenAIの採用 

 

2024 GenAI survey、Q7に基づいたQ32、サンプル数 = 297、有効数 = 297、総言及数 =  479、 

Q7でGenAIを採用していると回答した組織が回答しています 

あなたの組織は生成AIモデルを使用してどのような活動を行っていますか？ 

（該当するものをすべて選択してください） 

セグメント：あなたの組織はGenAIをどの程度導入していますか？ 

（1つ選択してください） 

生成AIモデルを構築または 

トレーニングしている 

2024 GenAI survey、Q7、サンプル数 = 316 

38% 

33% 
 44% 
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GenAIの活動の内訳： 

カスタム モデルの構築が普及し、 

使用が主流に 

構築（トレーニング）、提供、推論（モデルの使用）を含む

GenAIに関連するコア アクティビティは、図1の下部のグラフに

示されています。推論は全体で65%を占めており、主要なGenAI

アクティビティです。推論は、モデルの構築（38%）やこれらの

モデルの提供（43%）よりも大幅に高くなっています。組織は、

特定のビジネス ニーズを満たし、これらのモデルをより正確で関

連性のあるものにするために、独自のGenAIモデルをチューニン

グ、および/または、トレーニングすることを選択しています。カ

スタム モデルを使用すると、組織は応答を調整し、言語をファイ

ンチューニングし、ドメイン固有の知識を組み込んで、ブランド

や業界の要件に密接に一致する出力を作成できます。モデルをフ

ァインチューニングすると、AIの進化に対する制御が強化され、

外部プロバイダーへの依存が軽減されます。図1（下部）は、

GenAIの採用レベルが高い組織は、モデルの構築/トレーニング

（44%）、これらのモデルの内部提供（52%）、およびこれらの

モデルの使用（69%）にも多く関与していることを示しています。 

図2は、GenAIモデルの性能を向上させるために使用されているさ

まざまな手法を示しています。主要な手法であるプロンプト エン

ジニアリングは、GenAIを導入した組織の約80%で大きな成果を

示しています。プロンプト エンジニアリングは、入力（プロンプ

ト）を最適化して、AIモデルから最も正確で関連性が高く、創造

的な出力を提供する手法です。 

プロンプトを慎重に設計することで、プロンプト エンジニアはモデ

ルのパフォーマンスを向上させます。プロンプト エンジニアリング

の優れた点は、性能向上の基礎となるGenAIモデルの変更は必要あ

りませんが、入力を定義するにはより詳細なアプローチが必要にな

ります。 

検索拡張生成（RAG：Retrieval augmentation generation）も、性能

を向上させる主要な手法です。RAGは、大規模言語モデル（LLM）

のパワーとリアルタイムの関連情報検索を組み合わせて、情報に富

んだ、文脈的に正確な応答を生成します。このアプローチは、領域

固有の情報に基づいてモデルの出力を拡張します。RAGは、静的な

モデル知識と動的な最新コンテンツの間に橋渡しをすることでモデ

ルのパフォーマンスを向上させます。これは、顧客サポート、研究、

意思決定支援システムなどのアプリケーションに最適です。RAGは、

GenAIを導入した組織の70%以上で実質的効果を生み出しています。 

LLMのファインチューニングは、組織がGenAIモデルのパフォーマ

ンスを向上させるためによく使用するもう1つの手法です。ファイ

ンチューニングでは、領域固有のデータでトレーニングをしてLLM

の内部パラメータを調整し、専門知識をモデルに直接埋め込みます。

これにより、モデルは特定のトピックでより流暢になりますが、ト

レーニング中に存在する静的な知識に制限されます。ファインチュ

ーニングにより、GenAIを使用している組織の約70%で大幅な向上

が見られます。 
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図2：GenAIモデルの性能を向上させるトップ3テクニック 

以下の生成技術により、基準アプローチの性能がどの程度向上しましたか？（1行につき1つ回答をしてください） 

フィルター条件：組織で使用している技術は何ですか？（上位3つを提示してください） 
 

 

組織の 

使用率 

プロンプト 

エンジニアリング 
15% 42% 22% 12% 2% 7%

 70% 

RAG 

（検索拡張生成） 
21% 36% 16%   

  

事前学習済みモデルの 

ファインチューニング 

12% 32% 23% 13% 2% 3%
 14% 

 

           

例外的な進歩      相当な進歩       中程度の進歩   わずかな進歩       進歩なし   進歩が後退     わからない、または確信がない 

2024 GenAI survey、Q33、サンプル数 = 297、有効数 = 297、総言及数 = 905、Q7でGenAIを採用していると回答した組織が回答しています 

2024 GenAI survey、Q34、サンプル数 = 138～206、例外的な、相当な、中程度の進歩の合計でソートしています 
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図3の左側のグラフは、テキスト（81%）、コード（74%）、構造

化データまたは表形式データ（48%）がGenAIの主要な様式である

ことを示しています。テキスト、コード、構造化データは、広く利

用可能で解釈可能であり、幅広いアプリケーションの基礎となるた

め、GenAIで最も一般的な様式です。LLMがサポートするテキスト 

データは、自然言語アプリケーションの幅広い範囲をカバーし、モ

デルが一貫した応答、要約、翻訳、およびその他の人間の言語出力 

を生成できるようにします。コードは、論理的でルールベースの

言語であるため、タスクの自動化、スクリプトの生成、ソフトウ

ェア開発のサポートに非常に適しています。構造化データ（テー

ブル、データベース、ラベル付きデータセットなど）は、GenAI

が意思決定サポートや推奨などの分野でパターン認識やデータ合

成に使用できる整理された情報を提供します。 

 

 
 

図3の右側のグラフは、独自のデータを使用して、独自の

GenAIモデル（30%）またはオープンソースGenAIモデル

（22%）の性能を向上させている組織の割合を示しています。

一部の組織は、独自のデータを使用して、独自のモデルとオー

プンソース モデルの両方をトレーニングしています。 

3つのカテゴリに基づいてデータを再分類すると、独自のモデルの

22%、オープンソース モデルの13%、両方のモデルで9%の組織が

独自のデータを使用して性能を向上させていることがわかりました。

これにより、独自のデータを使用してモデルを改善している組織の

合計は44%になります。 

図3：一般的なGenAIの様式とデータ利用 

あなたの組織ではどのような生成AI様式を使用していますか、 

または、使用する予定ですか？ 

（該当するものをすべてチェックしてください）  

テキスト  

コード 

構造化データ 

もしくは、表形式データ 

マルチモーダル 

DevOps  

スピーチ  

ビジョン 

オーディオ 

その他（具体的にご記入ください） 

わからない、または確信がない 

81% 

74% 

48% 

47% 

41% 

 
35% 

34% 

27% 

2% 

1% 

2024 GenAI survey、Q31、サンプル数 = 297、有効数= 297、  

総言及数 = 1,165、Q7でGenAIを採用していると回答した組織が回答しています 

2024 GenAI survey、Q24、サンプル数 = 297、有効数 = 297、 

総言及数 = 473、Q7でGenAIを採用していると回答した組織が回答しています 

 
22% 

 

 

 
30% 

 

 

あなたの組織には、生成AIモデルのトレーニングや性能向上に使用

できる独自のデータがありますか？ 

（該当するものをすべて選択してください） 
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GenAIの主要なユースケース 

組織は、GenAIをさまざまな方法で使用していますが、主な使用

例は5つあります。図4は主要な使用例が、プロセスの最適化ま

たは自動化（25%）、次にコンテンツ生成（17%）、コード生

成（14%）、顧客サービスとサポート（11%）、研究（6%）と

なっていることを示しています。 

プロセスの自動化/最適化は、GenAIの主要使用例です。なぜなら、

ビジネスに変革的な効率をもたらし、手作業とエラーを減らし、運

用コストを削減するからです。GenAIは自然言語の理解と応答能力

を備えており、多様な質問やタスクを処理できるため、自動化に対

する適応性と拡張性に優れたアプローチを提供します。GenAIはパ

ターンを識別し、改善を推奨することで、プロセスを合理化するだ

けでなく、イノベーションの余地も生み出します。 

 

 
 

GenAIは、コンテンツ生成（17%）とコード生成（14%）に役立ち

ます。GenAIは、コンテンツでは、記事、ブログ、マーケティング

資料を数秒で生成でき、作業負荷を軽減し、スタイルとトーンの一

貫性を確保します。GenAIはアイデア創出やさまざまな視点、アウ

トラインの提供を強化するため、チームは改良に集中できます。 

コード生成の場合、GenAIは開発を加速し、迅速なプロトタイ

プ、コード提案、デバッグのサポートを提供します。日常的な

コーディング タスクを自動化することで、エラーが削減され、

開発者は複雑な問題の解決に集中できるようになります。 

図4：GenAIの主要なユースケース 

あなたの組織における生成AIの主要なユースケースは何ですか？（1つ選択してください） 

プロセス自動化、もしくは最適化 

コンテンツ生成  

コード生成 

顧客サービスとサポート 

研究 

データ分類 

 教育と訓練 

不正行為の検出と防止 

ヘルスケア  

戦略計画 

生成AIを使っていません 

その他（具体的にご記入ください） 

わからない、または確信がない 

25% 

17% 

トップ5 14% 

11% 

6% 

5% 

3% 

3% 

2% 

1% 

0% 

11% 

2% 

2024 GenAI survey、Q13、サンプル数 = 297、Q7でGenAIを採用していると回答した組織が回答しています 
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GenAIは、インテリジェントなチャットボットと仮想アシスタント

を通じて即時かつ継続的なサポートを提供することで、顧客サービ

ス（11%）をサポートできます。GenAIは、応答時間を改善し、大

量の問い合わせを同時に処理し、正確で状況に応じた回答を提供で

きます。また、GenAIは顧客の履歴と好みを分析して対話をパーソ

ナライズし、カスタマイズされたソリューションと積極的な推奨事

項を提供することもできます。さらに、繰り返しの問い合わせを自

動化することで、人の能力を個人的な対応を必要とする複雑なケー

スに集中できるようにします。 

図5は、図4の5つの主要なユースケースが組織のビジネスにどのよ

うに統合されているかによって分類したものです。図5は、これら5

つの主要なユースケースのそれぞれが、それを特定した組織に、独

自に統合されていることを示しています。 

 

 

図5：ビジネスへの統合によって分類されたGenAIの主要なユースケース 

あなたの組織における生成AIの主要なユースケースは何ですか？（1つ選択してください） 

セグメント：生成AIの主要なユースケースは、どのようにビジネスに統合されていますか？（分類された中から1つ選択してください） 

51% 
52% 

43% 

37% 
41% 41% 

36% 

21% 

12% 

17%
14%

 18% 

7% 

プロセスの自動化 

または最適化 

コンテンツ 

生成 

コード生成 顧客 

サービスとサポート 

研究 

生成AIは内部プロセス、ワークフロー、またはタスクをサポートしています 

生成AIは組織の製品またはサービスに統合されています 

サードパーティが自社製品に利用できる生成AIのソリューションを作成しています 

2024 GenAI survey、Q15に基づいたQ13のトップ5、サンプル数 = 166、わからない、または確信がない、判断には早すぎる、の回答は分析から除外しています。 

69% 

41% 
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プロセスの自動化または最適化では、内部プロセスのサポートが比

較的高いレベル（51%）を示していますが、組織の製品やサービス

への統合の度合いは低い（37%）です。この統合の度合いの低さは、

GenAIモデルを組織のワークフローに合わせることの複雑さを反映

しています。 

対照的に、コンテンツ生成の統合（52%）は、組織のコンテンツが

すでにGenAIで非常に使いしやすい形式になっているため、より容

易に実現されています。コード生成は、組織の環境への過度の統合

やカスタマイズなしに有用な結果を提供する有界領域を提供するた

め、内部アクティビティで非常に高いレベルの支持（69%）を得て

います。ただし、コード生成の製品への統合がわずか17%であるの

には理由があります。これについては、図6で説明します。 

顧客 サービスでは、内部プロセスのサポート（41%）と製品および

サービスへの統合（41%）が比較的高いレベルで行われています。

サードパーティによるソリューションの作成に対する関心の高まり

（18%）は、すべての組織が顧客サービスとサポート活動に人員を

配置する必要があるという事実を反映しており、効果的なソリュー

ションを開発することで得られる見返りは大きいです。 

“生成AIは、本質的に主観的なプロセス

に対して数学的モデルを適用します。

さまざまな人々が相反するものを求め

ることが多いため、総論的な文脈では

十分に優れたものにはなりません。 

しかし、ハルシネーションを抑える 

ことができれば、小規模で特化した 

用途においては十分に実用的なものと

なる可能性があります。” 

研究は、高度な分析ツール プロバイダーがソリューショ

ンを作成する大きなチャンスを見出しているもう1つのユ

ースケースです。ほとんどのデータにはメタデータが含ま

れ、多くの場合、構造化されているため、組織のデータの

使用方法が簡素化されるとともに、データの特異度が向上

します。研究の社内ユースケースは直感的に明らかですが、

このようなシステムの導入はまだ初期段階にあります。 

図6は、図4の5つの主要なユースケースを採用レベル別

に分類したものです。 

コンテンツ生成は、最も高度に統合されたユースケース

（図4）で、図6では、最も高度に完全に導入されたユース

ケース（22%）として示されており、初期実稼働適用のレ

ベルが最も高くなっています（46%）。その理由は、実装

が比較的容易で、運用上の付加価値が大きいため、他のユ

ースケースよりもROIがはるかに高いためだと考えられま

す。 

GenAIを使用している組織のうち、プロセス自動化が完全

に導入されているのはわずか16%で、さらに32%が初期運

用段階にあります。これは、GenAIモデルによるプロセス

自動化に必要な範囲を定義することの難しさを反映してい

ます。 

コード生成（コード特化型GenAIモデル）と顧客サービス

とサポート（LLM）は、どちらも完全展開率は低いものの、

初期展開と実験的展開のレベルは非常に高いです。これら

の初期展開と実験的展開が有望であれば、完全展開率が大

幅に増加する可能性があることを示唆しています。 

研究のユースケースに関する大規模な展開はまだ報告され

ていないものの、初期展開（39%）と実験（33%）のレベ

ルが高いことは有望を持てます。しかし、パイロット後の

実例で停滞レベルが高いこと（17%）は懸念されます。 
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図6：採用レベル別に分類された主要なGenAIユースケース 

あなたの組織における生成AIの主要な使用事例は何ですか？（1つ選択してください） 

セグメント：あなたの組織における生成AIの主要なユースケースは、現在どの段階にありますか？（1つ選択してください）  

コンテンツ生成 

プロセスの自動化 

または最適化 

     

     

コード生成 

 

顧客サービス

とサポート 

     

    

研究     

0% 10 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 

大規模に展開：完全に実装され、運用可能 

本番展開の初期：限られた運用領域内で実際の使用を開始 

パイロット後の停滞：初期テスト フェーズの後に進行が停止 

実験的展開：制御された環境での評価  

初期開発：初期設計と初期テスト 

 
2024 GenAI survey、Q14のトップ5に基づいたQ13、サンプル数 = 287、DKNSの回答は分析から除外しています、 

Q14はQ7でGenAIを採用していると回答した組織が回答しています 



生成AIの未来を形作る 16  

どのようにオープンソースはGenAIの役割を拡大しているのか 

このセクションでは、GenAIの採用率、手法、使用例に関するこれ

までの議論を踏まえ、GenAI分野におけるオープンソースの重要な

役割について検討します。生成ツールを頻繁に採用している企業

は、モデルの構築、展開、推論に不可欠なオープンソース ツール 

に特に依存しています。また、ツールのオープンソースの性質が、

その採用にどのような良い影響を与えるかについても見ていきま

す。 

 

GenAIの採用率が高い企業は、採用率が低い

企業よりもオープンソースツールを使用する

傾向が強い 

オープンソース インフラストラクチャーの採用は、GenAIに積極

的に取り組んでいる組織にとって戦略的な差別化要因として浮上

しています。図7は、GenAIの採用率が高いまたは非常に高い組織 

が、技術スタックにオープンソース ツールを統合する傾向が強ま

っていることを示しており、オープンソース インフラストラクチ

ャーは、GenAIコード インフラストラクチャーの平均47%を占め

ています。対照的に、GenAIの使用率がわずかまたは中程度の組

織では、オープンソースの採用率は低く、平均35%です。高度な

AI機能を持つ組織は、オープンソースのフレームワーク、ツール、

モデルが提供する適応性と制御を必要とすることが多く、特に特

殊な要件を満たすようにモデルとパイプラインを調整するために

必要になります。 

 

 

図7：GenAI採用レベル別に分類されたオープンソースGenAIコード インフラストラクチャーの割合 

あなたの組織の生成AIをサポートするコード インフラストラクチャーは、現在おおよそどの程度オープンソースからできていますか？ 

（1つ選択してください） 

セグメント：組織は生成AIをどの程度採用していますか？（1つ選択してください) 

27% 
29% 

25% 

21% 
24% 23% 

17% 17% 

20% 
18%

 

11% 
13% 

11% 

8% 

平均 

全体の採用率：41% 

わずかもしくは中程度の採用率：35% 

高いもしくは非常に高い採用率：47% 

0% 1%～25% 25%～50%  75%以上 

合計 わずかまたは中程度のGenAIの採用 高いまたは非常に高いGenAIの採用 

2024 GenAI survey, Q7に基づいたQ19、サンプル数 = 255、DKNSの回答は分析から除外しています、Q7でGenAIを採用していると回答した組織が回答しています 

 

37% 
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“頻繁に貢献していると報告しているの

は、採用率の高い組織は 28% だが、 

採用率がわずかもしくは中程度の組織 

は、9%である。” 

その意味するところは明らかです。実験段階から実稼働レベルの

GenAIへの移行を目指す組織にとって、オープンソース ソリュー

ションはイノベーションと運用回復力の両方を実現する強力な基

盤となります。オープンソース コミュニティは、モデル アーキテ

クチャ、ツール、ライブラリの限界を継続的に押し広げています。

トランスフォーマー モデル、分散コンピューティング フレームワ

ーク、モデル最適化技術などの分野で最新の進歩に、採用率の高

い組織が早期にアクセスできるよう提供しています。 

GenAIの高率採用者は、GenAIの低率採用者

よりもオープンソースプロジェクトに積極的

に貢献 

図8は、GenAIの採用率が高い組織がオープンソース技術のヘビー 

ユーザーであるだけでなく、オープンソース技術に大きく貢献して

いることを示しています。GenAIの採用率が高い組織（1か月あたり 

4回以上のコミットと定義）は、採用率が低い組織に比べて、オー

プンソースのGenAIプロジェクトやGenAIに関連するオープンソー

ス プロジェクトにだいたい3倍以上頻繁に貢献しています。具体

的には、採用率が高い組織の28%が頻繁に貢献していると報告し

ているのに対し、採用率がわずかもしくは中程度の組織では、貢

献度がわずか9%でした。 

 

 

 

図8：GenAI採用レベル別に分類したオープンソース貢献の頻度 

あなたの組織は生成AIに関連するオープンソース プロジェクトにどの程度貢献していますか？（1つ選択してください） 

セグメント：あなたの組織は、生成AIをどの程度採用していますか？（1つ選択してください） 

37% 

28% 

17% 18% 17% 
20% 20% 

23% 

16% 

9% 

頻繁、月に4回以上 

のコミット 

時々、月に1～4回 

のコミット 

まれに、1か月に1件以下 

のコミット 

私たちは生成AIプロジェク

トには貢献していません 

 わずかまたは中程度のGenAI採用 高いまたは非常に高いGenAIの採用 

2024 GenAI survey、Q7に基づいたQ21、サンプル数 = 246（DKNSの回答は分析から除外しています）、Q21はQ7でGenAIを採用していると回答した組織が回答しています 

52% 

45% 
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GenAIの高率採用者は、コードや修正を提供することで、より広範

なAIコミュニティをサポートするだけでなく、高度なユースケース

に適したツールやフレームワークを構築する機会も得られ、さらに、

オープンソース プロジェクトに積極的に関与することで、高率採用 

者はAIテクノロジーの最前線に留まり、最先端の人材を自社に引き

付けることができます。特に、閉鎖された独自モデルを持つ企業は、

外部組織による検査や実験の余地がないため、その可能性はさらに

高まります。 

モデル構築と推論におけるオープンソース 

ツールとフレームワークの重要な役割 

高率採用者がオープンソースの利点を活用してイノベーションを推

進するにつれ、オープンソースのフレームワークとツールはAI/ML

エコシステムの基礎部分となります。図9の上部パネルに示されて

いるように、オープンソースのPyTorchとTensorFlowは、それぞれ 

 

63%と50%の採用率で、モデルトレーニング分野をリードしていま

す。これらのオープンソース フレームワークは、AIの大きな進歩を

推進し、今日の洗練されたクローズドソース生成モデルの基盤を築

きました。最も一般的な独自のAIモデルは、これらのオープン プラ

ットフォームを使用して開発された基礎研究、コミュニティの貢献、

およびイノベーションの上に構築されています。オープンソースの

ツールとライブラリは、研究を加速させただけでなく、商用モデル

が活用および拡張することが多い標準化された方法とアーキテクチ

ャを確立しました。 

“GenAIの高率採用者は、オープンソース エコシステムへの参加による 

相互利益を認識している。” 
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図9：モデル構築と推論のための最も一般的なフレームワーク 

生成AIモデルの構築またはトレーニングに、現在組織で使用しているフレー

ムワークは次のどれですか？（該当するものをすべて選択してください） 

PyTorch 

TensorFlow 

CUDA  

vLLM 

TensorFlow serving 

 NVIDIA Triton Inference Server 

Torch Serve 

Jax 

 Slurm 

その他（具体的にご記入ください） 

該当しません 

わからない、または確信がない 

63% 

50% 

42% 

19% 

14% 

12% 

8% 

6% 

4% 

9% 

7% 

13% 

2024 GenAI survey、Q37、サンプル数 = 113、有効数 = 113、総言及数 = 279、 

Q32でモデルをトレーニングまたは構築していると回答した組織が回答しています 

 

モデル推論には、どのアプリケーション フレームワークを使用していますか、 

または使用する計画ですか？（該当するものをすべて選択してください） 

LangChain 44% 

LlamaIndex 30% 

Auto-GPT  

AutoGen  

Haystack Semantic 

Kernel 

FlowWise 

EmbedChain 

その他（具体的にご記入ください） 

該当しません 

わからない、または確信がない 

17% 

13% 

9% 

9% 

6% 

5% 

9% 

16% 

19% 

2024 GenAI survey、Q36、サンプル数 = 193、有効数= 193、総言及数 = 341、 

Q32で推論にGenAIを使用していると回答した組織が回答しています。 
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“これがどこに向かうのかを予測するこ

とは難しいですが、質の高いトレーニ

ング データを取得し、モデルのセキュ

リティと整合性を評価するための新し

い方法が必要になることは間違いあり

ません。将来のアプリケーションは、

多くの種類のモデルとフレームワーク

のより複雑な組み合わせになり、その

ようなシステムのネットワーク化が 

最終的に汎用AIと自己改善型インテリ

ジェンスにつながると思います。” 

さらに、PyTorchとTensorFlowのオープンソースの性質により、ツ

ール、事前トレーニング済みモデル、ベスト プラクティスに自由に

アクセスできるエコシステムが育まれ、世界中の組織や研究者の参

入障壁が大幅に下がりました。AI/ML開発の民主化により、独自のモ

デルであってもオープンソース コミュニティ内での継続的な改善と

革新から間接的に恩恵を受けることができるコラボレーション環境

が生まれました。 

同様に、モデル推論では、オープンソース ツールのLangChain

とLlamaIndexがそれぞれ44%と30%の採用率で非常に好まれて

います。これらのツールはモジュール式で適応性の高いソリュー

ションを可能にしており、組織がカスタマイズされたワークフロ

ーと外部データとの統合を必要とする複雑な推論パイプラインで

は特に重要です。 

オープンソース フレームワークへの強い信頼は、相互運用性と柔軟

性をコミュニティが求めていることも示しています。迅速な反復と

実験が不可欠なAI/MLでは、オープンソース フレームワークにより、

開発者はさまざまなツールを統合し、コンポーネントを簡単に切り

替え、さまざまなインフラストラクチャー間でソリューションを最

適化できます。この柔軟性は、vLLMなどのフレームワークの場合に

特に顕著です。vLLMは効率的なLLM推論を可能にし、コミュニティ

が制限的なライセンスやベンダー  ロックインなしにその上で革新で

きるようにします。 

採用に良い影響を与えているツールの 

オープンソース性 

オープンソース フレームワークとツールの重要な役割は、オープン

ソースAIが実際に何を意味するのかを明確にするオープンソース定

義の価値を強調します。この分野での多大な努力により、オープン

ソースAIモデルに対する理解が向上し続けていることに感謝してい

ます。例としては、LF AI & Data Foundation によるopen source  

models and open science modelsの定義、Open Source AI Definition

（OSAID） のバージョン1のリリース、Model Openness 

Framework（MOF）やそれに付随するModel Openness Tool（MOT）

などのフレームワークが挙げられます。AIエコシステムの他の分野

では、前述のPyTorchなどのオープンソース ツールがすでに明確に

定義されています。図10は、組織の大多数がオープンソースの

GenAIツールとモデルを採用戦略のプラス要因として認識している

ことを示しています。この調査によると、回答者の71%が、オープ

ンソースが意思決定に良い影響を与えていると報告しており、29%

がオープンソース ツールを全面的に優先し、42%がオープンソース

を好ましい要因と見なしています。 

https://lfaidata.foundation/blog/2024/10/25/embracing-the-future-of-ai-with-open-source-and-open-science-models/
https://lfaidata.foundation/blog/2024/10/25/embracing-the-future-of-ai-with-open-source-and-open-science-models/
https://opensource.org/ai/open-source-ai-definition
https://opensource.org/ai/open-source-ai-definition
https://isitopen.ai/
https://isitopen.ai/
https://isitopen.ai/?inside
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オープンソース ツールの魅力は、透明性と信頼性に大きく依存して

います。回答者の半数以上（52%）は、ソース コードの透明性と信

頼性がオープンソースGenAIソリューションを選択した主な理由で

あると回答しています。ソース コードにアクセスすることで、組織

はモデルの動作を検証、潜在的なバイアスを特定し、規制遵守を確

保できます。これは、金融、医療、公共部門などの規制産業におけ

る重要な考慮事項です。この透明性はセキュリティにも役立ちます。

組織はオープンソース コードを精査、監査し、脆弱性を検出できる

ためです。これは、回答者の32%が挙げた側面です。コスト効率も

もう1つの重要な要素で、組織の46%が挙げています。オープンソー

ス ツールは、前払いライセンス費と独自開発ベンダーへの長期的な

依存の両方を不要にし、組織が差別化、カスタマイズされた開発、

最適化にリソースを割り当てることを可能にします。 

中立的な団体がホストする 

オープンソース ツールの重要性 

ツールのオープンソース性が組織にとって重要であることを考える

と、これをさらに一歩進めてオープン ガバナンスの役割について検

討する価値があります。財団はここで重要な役割を果たし、オープ

ン ガバナンス構造を監視および維持できる中立的な組織として機能

します。図11は、回答者の大多数（78%）が、中立的な第三者によ

ってホストされているオープンソースAIツールの使用が少なくとも

「ある程度重要」であると回答していることを示しています。内訳

は、16%が非常に重要、17%がとても重要、21%が重要、24%があ

る程度重要となっています。 

図10：ツールのオープンソース性がその採用に与える影響 

ツールまたはモデルのオープンソースの性質は、組織内で導入に 

どのような影響を与えますか？（1つ選択してください） 

非常に肯定的：オープン

ソースの生成AIツールと

モデルを優先します 
29% 

肯定的：オープンソースであ
ることは有利な要素である 

 

 

中立：オープンソースの性質

は決定に影響を与えない 

 

 
否定的：オープンソースの生
成AIツールとモデルの採用に

は慎重 
 

非常に否定的：オープン

ソースの生成AIツール

やモデルを避ける 

42% 

17% 

5% 

1% 

わからない、または確信がない 

 
 

2024 GenAI survey、Q22、サンプル数 = 297、 

Q7でGenAIを採用したと回答した組織が回答しています 

上記の質問に対するあなたの回答の根拠となる選択肢はどれ

ですか？（該当するものをすべて選択してください） 

2024 GenAI survey、Q23、サンプル数 = 297、有効数 = 297、 総言及数= 1,286、 

Q7でGenAIを採用していると回答した組織が回答しています 

 

ソースコードの透明性と信頼性 

 
52% 

 

コスト効率 

 
46% 

 

セキュリティ 
 

32% 
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組織がプロジェクトを透明性と包括性を持って、コミュニティ主

導の意思決定で管理できるようにするには、オープンソース化と

並行してオープン ガバナンスが必要です。この構造により、開発

者、研究者、エンドユーザーなど、さまざまな関係者がツールの

進化について発言できるようになります。この自律性により、単

一の組織による制御を防ぐことができます。倫理的な懸念、セキ

ュリティ、適応性が最優先されるGenAIツールの場合、オープン 

ガバナンスは、信頼を育み、より広範なコミュニティに役立つ方

法で技術開発を支援します。 

図11：中立的な団体によってホストされる 

オープンソース ツールの重要性 

あなたの組織にとって、企業ではなくLinux 

Foundationのような中立的な団体がホストするAIオー

プンソース ツールを使用することはどの程度重要です

か？（1つ選択してください） 

非常に重要 

とても重要 

重要 

ある程度重要 

重要ではない 

まったく 

重要でない 

 

 

 

 

 

7% 

2024 GenAI survey、Q25、サンプル数= 263 

 （DKNSの回答は分析から除外しています）、 

Q7でGenAIを採用していると回答した組織が回答しています 
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GenAIとクラウドネイティブのアプローチ 

オープンソースのツールとフレームワークが広く採用されたことで

AI/MLにおけるイノベーションとコラボレーションの強力な基盤が

確立されました。しかし、組織がGenAIモデルを自社の製品やプロ

セスにさらに統合することを計画している場合、モデルの展開と運

用をサポートするスケーラブルなインフラストラクチャーが必要に

なります。このことは、私たちを大規模なAIワークロードの管理に

求められる柔軟性と効率性を提供するクラウド ネイティブ アプロ

ーチに導きます。 

“GenAIは革命的なテクノロジーです。 

これに適応することが、競争の激しい 

市場で生き残るための最善の方法です。” 

組織のGenAIモデルを展開およびホストする

方法の基礎となるクラウド ネイティブと 

ハイブリッド クラウド戦略 

図12は、組織がGenAIモデルの導入に採用しているホスティング

戦略とクラウドベースのホスティングの優位性に関する洞察を示

しています。具体的には、回答者の49%がクラウドでGenAIモデ

ルにセルフホスティングを使用していると報告し、47%がエンド

ポイントAPI経由でアクセスできる管理されているGenAIサービス

を活用しています。 

 

 

図12：GenAIモデル推論アプリケーションの主要なホスティング場所 

組織は推論アプリケーション用生成 AIモデルをどこでホスティングしていますか？（該当するものをすべて選択してください） 

クラウドでセルフホスティングを使用  

（例：AWS、Azure、Google Cloud） 

エンドポイントAPI経由で管理されてい

る生成AIサービスを使用 

49% 

47% 

オンプレミスでセルフホスティングを使用 38% 

モデルをデバイスにローカルに展開 

（例：エッジ デバイスなど） 

生成AI推論アプリケーションは 

使用していない 

16% 

6% 

その他（具体的にご記入ください） 

 

3% 

わからない、または確信がない 

 

7% 

2024 GenAI survey、Q38、サンプル数 = 193、有効数 = 193、総言及数 = 319、Q32で推論にGenAIを使用していると回答した組織が回答しています。 
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クラウドでのセルフホスティングは、クラウド ネイティブ機能の

メリットを享受しつつ、企業はモデルをより細かく制御し、特定

の組織ニーズに合わせて展開をカスタマイズすることができます。

しかし、管理されているサービスへの依存度がほぼ同等（47%） 

であることは、GenAIモデルの維持に伴う運用上の複雑さを軽減

することに価値を置いていることを反映しています。API経由の

管理されているサービスでは、アプリケーションへの統合も迅速

化されるため、モデルのメンテナンスと最適化に関する社内の専

門知識の必要性が最小限に抑えられます。 

クラウド ホスティング以外にも、38%の組織がオンプレミスで生成

モデルをセルフホスティングしています。この選択肢は、金融や医

療などの厳格なデータ プライバシーや規制要件を持つ組織、または

既存のオンプレミス インフラストラクチャーを活用したい組織にと

って魅力的かもしれません。一方、回答者の16%は、エッジ デバ

イスなどのデバイスにモデルをローカルに展開しています。この

アプローチは、IoT環境や接続性が制限された環境でのリアルタ

イム データ処理など、低遅延が求められるユースケースに適し 

ています。また、中央集中モデルへの依存度が低いため、コス

トを削減することもできます。  

オープンソースAIの利用率が高い 

柔軟な組織間ホスティング 

図13は、オープンソースGenAIの採用度合いに基づいた、組織を

またがる推論に向けたGenAIモデルのホスティングに関する嗜好

を示しています。オープンソースの使用と、柔軟でカスタマイズ

可能なホスティング ソリューションの嗜好の間に相関関係があ

ることがわかります。具体的には、オープンソースの採用率が高

い組織（GenAIインフラストラクチャーの50%以上がオープンソ

ースである組織と定義）は、オープンソースの使用率が低い組織

に比べ、オンプレミスでホストし、エッジ デバイスにローカル

に展開する傾向が強いことが示されています。 

 

 

図13：オープンソースAIの使用状況別に見たGenAIモデル推論のホスティング場所 

組織は推論アプリケーション用の生成AIモデルをどこでホスティングしていますか？（該当するものをすべて選択してください 

セグメント：生成AIの取り組みをサポートする組織のコード インフラストラクチャーは、現在どの程度オープンソースですか？ 

（1つ選択してください） 

46% 
51% 

56% 

49% 49% 
46% 44% 

50% 

24% 24% 

15% 

7% 
12% 

2% 3% 

クラウドでセルフホスティングを

使用（例：AWS、Azure、 

Google Cloud） 

モデルをデバイスに 

ローカルに展開 

（例：エッジ  デバイス） 

 

生成AI推論アプリケーシ

ョンは使用していない 

 

25%から50% 

2024 GenAI survey、Q19に基づいたQ38、サンプル数 = 170、有効数 = 170、総言及数 = 286 

エンドポイントAPI経由

で管理されている生成AI 

サービスを使用 

オンプレミスで 

セルフホスティングを使用 

 

25%未満 50% 超 
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オープンソースの使用率が高い組織は、オープンソースの採用が限

られている組織（24%）と比較して、オンプレミスでセルフホステ

ィングする傾向がかなり高くなっています（50%）。これは、オー

プンソースのヘビー ユーザーは、複雑な展開を独自に管理するため

の技術的な専門知識とインフラストラクチャーを備えていることを

暗示しているかもしれません。 

オープンソースを多用するユーザーは、モデルをエッジ デバイスに

ローカルに展開することを強く好み、24%がこのアプローチを選択

しているのに対し、オープンソースの採用が最小限のユーザーでは

わずか7%です。エッジ展開は、低遅延またはオフライン機能を必

要とするアプリケーションに最適です。これは、エッジ パフォーマ

ンスに最適化されたオープンソース モデルにより実現可能になりま

す。このデータは、オープンソースの採用が、柔軟で自律的なホス

ティング戦略嗜好と密接に関連していることを裏付けています。分

散型GenAIの展開哲学が、この傾向の根底にある可能性があります。 

スケーラブルなGenAIワークロードを 

ホストするための重要なイネーブラー 

としてのKubernetes 

クラウド ネイティブおよびハイブリッド クラウド戦略の重要性を

踏まえ、KubernetesはスケーラブルなGenAIワークロードをホスト

するための重要な手段として浮上しています。このセクションで述

べられるように、Kubernetesは、特に展開頻度の高い組織にとって、

複雑なデプロイメントを管理するために必要なオーケストレーショ

ンと柔軟性を提供します。 

図14は、組織が推論のためにGenAIモデルを本番環境に導入す

る頻度を調べたもので、導入方法の多様性とスケーラブルなイ

ンフラストラクチャーの明確なニーズが明らかになっています。

組織の41%がモデルを頻繁に（毎日、毎週、または毎月）導入

していますが、30%はたまにしか導入せず、10%はほとんど導

入していません。導入頻度のこのばらつきは、継続的なモデル

更新とそれほど頻繁ではないモデル更新の両方に対応できるイ

ンフラストラクチャーの重要性を示しています。 

 

 

 
図14：推論のためのGenAI導入頻度 

あなたの組織では、推論のための生成AIモデルを本番環境にどのくらいの頻度で展開していますか？（1つ選択してください） 

毎日 

 

毎週 

8% 

10% 

毎月 

たまに 

（年に2、3回） 30% 

ほとんどない 

（年に1回以下） 

していない 

わからない、 

または確信がない 

 

10% 

5% 

14% 

2024 GenAI survey、Q41、サンプル数 = 209、Q38またはQ39でセルフホスティングを行っていると回答した組織が回答しています 

23% 



生成AIの未来を形作る 26  

モデルを定期的に更新する組織が、継続的なモデルの反復と最適

化を管理する運用が成熟していることを示しています。GenAIで

は、出力の洗練と新しいデータの迅速な取り込みが必要なため、

頻繁な更新が重要になる場合があります。Kubernetesは、自動

スケーリング、ローリング アップデート、簡素化された展開パ

イプラインのサポートにより、組織に堅牢なソリューションを提

供します。Kubernetesを使用すると、組織は頻繁な展開をより

シームレスに管理でき、サービスを中断することなくモデルを最

新の状態に保つことができます。 

図15は、GenAIモデルのホスティングにおけるKubernetesの役割

を示しており、Kubernetesがこの分野で大きな牽引力を持ってい

ることがわかります。回答者の半数（50%）は、Kubernetesを使

用してGenAI推論ワークロードのすべて、または一部をホストして

います。この採用パターンは、GenAIモデルが典型的に表す動的で

リソースを集中的に消費するアプリケーションの管理における

Kubernetesの強みと一致しています。 

 

 
 

ワークロードの一部にのみKubernetesを使用している組織

（35%）の多くは、ハイブリッド クラウド戦略を活用している

か、Kubernetesを他のテクノロジーと組み合わせて使用してい

る可能性があります。これは、Kubernetesがクラウドとオンプ

レミスのインフラストラクチャーをまたがるAIワークロードを

シームレスに管理するハイブリッド環境やマルチクラウド環境

を、CNCFがサポートしていることにつながります。 

これより小規模なセグメント（15%）は、すべての推論ワーク

ロードをKubernetesのみに依存しており、成熟したKubernetes 

中心のインフラストラクチャー戦略を示しています。これらの組

織は、自動スケーリング、負荷分散、耐障害性などのKubernetes

の機能から最大の恩恵を受けることができます。 

“組織は、さまざまな環境に GenAI モデル

を展開できる、インフラストラクチャー

に依存しない Kubernetes の機能を高く 

評価しています。” 

図15：GenAIモデル推論ワークロードに向けたKubernetesの使用 

生成AIモデル推論ワークロードをホストするためにKubernetesを使用していますか？（該当するものをすべて選択してください） 

はい、すべての推論ワークロードをホスト 

するためにKubernetesを使用 

はい、一部の推論ワークロードをホスト 

するためにKubernetesを使用 

いいえ、推論ワークロードをホスト 

するためにKubernetesを使用して 

おらず、使用する予定も無い 

いいえ、Kubernetesは不要 

15% 

35% 

13% 

16% 

いいえ、別のものを使用 

（具体的にご記入ください） 

 

わからない、または確信がない 

 

3% 

20% 

2024 GenAI survey、Q40、サンプル数 = 208、有効数 = 208、総言及数 = 209、Q38またはQ39でセルフホスティングを行っていると回答した組織が回答しています 
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クラウドベースのインフラストラクチャー

がGenAIモデル構築をリードしており、 

ハイブリッドおよびオンプレミスのソリュ

ーションが引き続き重要 

KubernetesによってGenAIモデルのスケーラブルかつ効率的な展

開が可能になったことで、モデルの構築とトレーニングの重要な

段階、そして組織がこれらのリソース集中型のプロセスをホスト

することを選択する場所に焦点が移りました。 

図16は、クラウドがGenAIモデル構築の最も一般的なインフ

ラストラクチャーであり、組織の65%がクラウド プラットフ

ォームに依存していることを示しています。クラウド ソリュ

ーションが人気なのは、弾力性、専用ハードウェア（GPU、

TPUなど）へのアクセス、およびスケーラビリティーによる

ところが大きく、これらにより組織はインフラストラクチャ

ーへの多額の先行投資を必要とせずに複雑なモデルをトレー

ニングできます。クラウドの従量課金モデルにより、組織は

プロジェクトの需要に応じてリソースを拡張することもでき

ます。 

これは、モデルの構築とトレーニングがリソースを集中的に消費

する性質を考えると不可欠です。ただし、回答者のほぼ半数

（46%）は、オンプレミス インフラストラクチャーを引き続き使

用しています。これは、データ セキュリティ、プライバシー、ま

たは遅延の影響を受けやすいアプリケーションに関する要件に駆

り立てられることが多く、特に組織がデータと処理リソースを完

全に制御する必要がある場合に当てはまります。ただし、オンプ

レミス インフラストラクチャーへの依存は、これらの組織がクラ

ウド導入の成熟度が低く、独自のハードウェアを活用しているこ

とを示している可能性もあります。 

コスト、コンプライアンス、コンピューティング処理のニーズのバ

ランスをとることができる柔軟なアーキテクチャが必要とされてお

り、ハイブリッド環境の使用（29%）がこれを示しています。ハイ

ブリッド アプローチでは、機密性の高いワークロードをオンプレミ

スに保持しながら、機密性の低いタスクやリソースを集中的に消費

するタスクをクラウドにオフロードできます。このマルチ環境アプ

ローチは、必要に応じてデータ制御を維持しながらクラウドのスケ

ーラビリティーのメリットを享受する必要がある組織にとって重要

です。これらの組織は、Kubernetesとコンテナ化されたアプリケー

ションを活用して、環境間のシームレスな統合をより実現可能にす

ることができます。 
 

  

図16：GenAIのモデル構築とトレーニングのホスティング場所 

あなたの組織では、生成AIモデルの構築とトレーニングをどこで 

ホストしていますか？（該当するものをすべて選択してください） 

 

クラウド ベースインフラス

トラクチャー（例：AWS、 

Azure、Google Cloud） 

オンプレミス 

65% 

46% 

ハイブリッド環境 

サード パーティーが管理 

するインフラストラクチャー 

その他 

（具体的にご記入ください） 

 

わからない、または確信がない 

29% 

19% 

1% 

2% 

2024 GenAI survey、Q39、サンプル数 = 113、有効数 = 113, 総言及数 = 183、 

Q32でモデルをトレーニングまたは構築すると回答した組織が回答しています 

“ハイブリッド アプローチでは、機密性の高

いワークロードをオンプレミスに保持しなが

ら、機密性の低いタスクやリソースを集中的

に消費するタスクをクラウドにオフロードで

きます。このマルチ環境アプローチは、必要

に応じてデータ制御を維持しながらクラウド

のスケーラビリティーのメリットを享受する

必要がある組織にとって重要です。” 
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GenAIインフラストラクチャーを構築する動機 

図17は、組織がそもそもGenAIインフラストラクチャーの構築を決

定した理由を示しています。主な動機としては、セキュリティとデ

ータ制御（43%）、コスト（36%）、データ主権（36%）、長期的 

な節約（35%）などが挙げられます。セルフホスティングまたは専

用インフラストラクチャーは、制御された環境を提供し、侵害のリ

スクを軽減し、組織がカスタマイズされたセキュリティ対策を実装

できるようにします。 

 

 
 

コストの考慮も重要です。組織は、社内インフラストラクチャ

ーへの高額な先行投資とパブリック クラウドの継続的なコス

トのバランスを取る必要があるためです。一部の組織では、特

にコンピューティング処理を集中的に消費するGenAIの場合、

社内ソリューションの予測が、スケーラブルなクラウド リソ

ースの潜在的なコスト上昇を上回ります。さらに、データ レ 

ジデンシー法（データの保存場所に関する規制法）への準拠

は依然として重要な推進要因であり、多くの組織では、マル

チ リージョンのパブリック クラウド設置よりも、ローカラ

イズされたインフラストラクチャーの方が、厳しい地域要件

を満たすのが容易です。 

図17：GenAIインフラストラクチャーを構築する動機 

組織が生成AIインフラストラクチャーを構築する主要な動機は何ですか？（該当するものをすべて選択してください） 

データのセキュリティと完全な制御 

コスト 

データの主権とデータの所在地 

 長期的なコスト削減 

プライバシー 

競争上の優位性 

性能 

知的財産保護 

カスタマイズの能力  

カスタマイズと柔軟性 

規制遵守の要件 

効率性 

既存のインフラストラクチャーとの統合 

遅延 

 クラウド ベンダー によるロックインに関する懸念 

 より高い信頼性と稼働時間の保証 

 レイテンシと性能に関する懸念 

 高可用性と災害復旧 

インフラストラクチャーの直接管理の優先 

特定のハードウェアまたはソフトウェア要件 

電力消費 

 レガシー システムのサポートの向上 

その他（具体的に記入ください） 

わからない、または確信がない 

36% 

36% 

35% 

33% 

32% 

31% 

31% 

29% 

28% 

26% 

25% 

21% 

18% 

17% 

16% 

15% 

14% 

13% 

8% 

8% 

7% 

5% 

7% 

2024 GenAI survey、Q42、サンプル数 = 209、有効数 = 209、総言及数 = 1,115、Q38またはQ39でセルフホスティングを行っていると回答した組織が回答 

43% 
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図18：GenAIモデルまたはツールを選択する際に最も重要な要素 

組織が生成AIモデルまたはツールを選択する際に考慮する最も重要な特性は何ですか？ 

（該当するものをすべて選択してください） 

精度や性能 

セキュリティ 

コスト 

プライバシー 

規制の遵守 

統合の容易さ 

性能または速度 

ユーザー体験 

オープン ソースであること 

スケーラビリティー 

カスタマイズ性 

サポートと保守 

ベンダーの評判 

その他（具体的に記入ください） 

該当しません 

わからない、または確信がない 

60% 

54% 

49% 

48% 

40% 

39% 組織タイプ別分類： 

35% 

34% 

32% 

29% 

23% 

20% 

13% 

4% 

2% 

3% 

2024 GenAI survey、Q17、サンプル数 = 295、有効数 = 295、総言及数 = 1,427、 

Q7でGenAIを採用した組織による任意の質問に対する回答です、オプションの質問 

2024 GenAI survey、Q4に基づくQ17、サンプル数= 271、 

有効数 =  271、総言及数 = 1,326 

GenAI導入における課題 

“個人的な意見ですが、AIは現在企業に 

よって過大に評価されています。 

生産システムに役立つツールとして 

信頼できる状態にはまだ程遠いです。” 

専用のGenAIインフラストラクチャーを構築する強い動機があるに

もかかわらず、組織はこれらのソリューションを実装および拡張す

る際にさまざまな課題に直面しています。このセクションでは、こ

れらの課題について詳しく説明します。 

 
 

 

図18は、組織がGenAIモデルまたはツールを選択する際に、精度、

性能、セキュリティ、コスト、プライバシーを優先していることを

示しています。精度や性能が最も高く、回答者の60%がこの要素を

重視しており、続いてセキュリティ（54%）、コスト（49%）、プ

ライバシー（48%）となっています。これらの選択は、機密データ

も保護する、信頼性が高く、安全で、コスト効率の高いソリューシ

ョンに対する強いニーズを反映しています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

業界横断型IT組織 業界固有組織 

1 精度/性能（60%） セキュリティ（61%） 

2 コスト（52%） プライバシー（60%） 

3 セキュリティ（51%） 精度/性能（59%） 
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優先順位はセクターによって異なります。業界固有組織は、医療や

金融などの分野で規制要件が推進するセキュリティ（61%）とプラ

イバシー（60%）に重点を置いています。一方、業界横断型IT組織

は、運用効率と投資収益率を向上させるために、精度、パフォーマ

ンス（60%）、コスト（52%）を重視しています。これらの異なる

ニーズは、組織がGenAIを導入する際に直面するさまざまな課題を

明らかにしています。 

GenAI導入の主な懸念事項 

図19は、図18と密接に一致しており、精度、性能、セキュリティ、

コストが生成ツールを選択する際の主要な考慮事項として浮上して

います。ここでは、出力品質、プライバシー、運用コスト、セキュ

リティ リスクが主な懸念事項です。組織がツールを選択する際にこ

れらの要素を優先し、導入プロセス中の継続的な課題として捉えて

いることは明らかです。 

 

図19：GenAIモデルとツールの導入に関する主要な懸念事項 

生成AIモデルとツールを導入する際の主な懸念事項は何ですか？ 

（該当するものをすべて選択してください） 

 

AI出力の品質 

データのプライバシー 

運用コスト 

セキュリティ リスク 

既存システムとの統合 

信用できるデータとモデル 

開発コスト 

倫理問題 

規制遵守と法的不確実性または責任 

ニーズを満たすツールのカスタマイズ 

テクノロジーの成熟度 

モデルのファインチューニング 

安全性 

ソリューションの導入 

導入の容易さ 

不確実なROI 

使いやすさ 

技術的な課題 

モデルの遅延 

スキルまたは専門知識の不足 

ビジネス ニーズの不足 

サポートの不足 

その他（具体的に記入ください） 

該当しない 

わからない、または確信がない 

 
50% 

45% 

40% 

40% 

35% 

32% 

32% 

31% 

31% 

30% 

28% 

27% 

25% 

22% 

21% 

21% 

21% 

20% 

16% 

15% 

12% 

8% 

6% 

2% 

3% 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

組織タイプ別分類： 

 

 業界横断型IT組織 業界固有組織 

1 AI出力の品質（48%） 
データのプライバシー

（57%） 

2 運用コスト（42%） AI出力の品質（53%） 

3 
データのプライバシー

（40%） 

セキュリティ リスク

（47%） 

 
2024 GenAI survey、Q4に基づいたQ18、サンプル数 = 292、 

2024 GenAI survey、Q18、サンプル数 = 316、有効数 = 316、総言及数 = 1,934 有効数 = 292、総言及数 = 1,774 
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懸念事項は業種によって異なります。金融や医療などの業種に特化

した組織は、厳格な規制とデータ保護の要件により、プライバシー

（57%）とセキュリティ（47%）を重視しています。対照的に、業

種横断的なIT組織は、出力品質（48%）と運用コスト（42%）を最

も重視しており、これは多様なビジネス環境にわたって信頼性が高

く手頃なソリューションを提供することに重点を置いていることを

反映していると考えられます。 

GenAIへの投資 

生成ツールの導入に影響を与える主な要因と懸念事項について議論

に続いて、図20は、これらの投資が組織の収益増加にどのようにつ

ながっているかを調べています。組織の62%が、生成ツールとモデ

ルへの投資からある程度の収益増加が見られたと報告していますが、

財務的影響の程度は大きく異なります。導入レベルが高い、または 

非常に高い組織は、中程度から大幅な収益増加を報告する可能性

が高く、このグループの24%が大幅な収益影響を示しています。

対照的に、導入レベルがわずかまたは中程度の組織は、収益増加

がほとんどないかまったくないと報告する可能性が高く、このカ

テゴリに該当するのは51%です。 

このデータは、生成ツールへの強いコミットメントが、多くの場合、

より良い財務収益と相関関係にあることを示しています。これは、

コアプロセスへのより深い統合、より洗練されたアプリケーション、

測定可能な結果への注目の高まりによるものと考えられます。まだ

導入の初期段階にある組織にとって、この結果は、生成ツールが具

体的な価値を付加できる戦略的な統合ポイントを探求する必要があ

ることを示しています。 

 

 

図20：GenAI導入レベル別GenAI投資による収益増加 

生成AIへの投資のうち、どの程度が収益増加につながりましたか？（1つ選択してください） 

セグメント：あなたの組織は生成AIをどの程度導入していますか？（1つ選択してください） 

51% 

38% 

24% 24% 
26% 

14% 
19% 18% 20% 

23% 23% 

5% 
11% 

0% 
5% 

相当大幅な収益 大幅な収益 中程度の収益 多少の収益 ほとんど収益なし 

合計 わずかまたは中程度のGenAI採用              高いまたは非常に高いGenAIの採用 

2024 GenAI survey、Q7に基づいたQ11、サンプル数 = 234（DKNSとNAの回答は分析から除外しています） 
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図21は、生成技術への投資額が大きければ利益も大きくなる可能

性があるものの、多額の支出が必ずしも大きな利益を保証するわ

けではないことを示しています。IT予算の大部分をこれらのツー 

ルに充てている組織は、さまざまな結果を報告しています。37%は

大きな利益を達成していますが、13%は収益への影響がほとんどな

いと報告しています。 

 

 

 

パイロット プロジェクトなどの小規模な投資では、利益がそれほ

ど大きくならない傾向があり、このカテゴリの組織の64%が収益

の増加がほとんどないかまったくないと報告しています。これは、

集中的で大規模な投資の方が有意義な結果をもたらす可能性が高

くなる一方で、その成功は、組織がこれらの資金をいかに戦略的 

に使用するかにかかっていることを示しています。単に投資額を増

やすだけでは高い収益は保証されません。アプリケーション、統合、

ビジネス目標との整合が、大幅な利益を達成する上で重要な要素で

あると考えられます。 

図21： GenAIより得られる収益増加別GenAIへの投資 

今後12か月間に、組織全体のIT予算をどれくらいの割合で、生成AI戦略に投資する予定ですか？（1つ選択してください） 

セグメント：組織の生成AIへの投資のうち、どれくらいが収益増加につながりましたか？（1つ選択してください） 

37% 36% 

27% 
23% 

27% 
30% 

24% 24% 25% 24% 

20% 

13% 

9% 
7% 

大多数：ほぼ完全に生成AI
戦略に焦点を当てている 

5% 
0% 2% 

3% 

大きな割合：複数のプロジェクト

やインフラの変更を含み包括的に

取り組んでいる 

中程度の割合：IT 予算の多

くを占めるが、主要部分で

はない 

少額：パイロット プロジェクト

または特定の取り組みのみ 

相当大幅な収益 大幅な収益 中程度の収益 多少の収益 ほとんど収益なし 

 
2024 GenAI survey、Q11に基づいたQ10、サンプル数= 224 

64% 

0% 
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雇用への影響 

図22は、大多数の組織（67%）が、生成技術の導入による雇用へ

の影響はないと報告していることを示しています。これは、ほと

んどの場合、これらのツールは既存のワークフローを拡張するも

のであり、仕事を置き換えるものではないことを示しています。

ただし、導入率の高い組織では、従業員の雇用を増やす（26%）

可能性と、場合によっては人員を削減する（17%）可能性があり、

統合の深さによって雇用への影響が異なることを示しています。 

高度に導入している企業の場合、雇用の増加は、生成ツールをサポ

ートおよび維持するための専門スキルの必要性、またはこれらのテ

クノロジーを効果的に活用することに重点を置いた新しい役割の開

発を反映している可能性があります。対照的に、雇用の削減は、自

動化によって特定のタスクを合理化できる領域における効率性の向

上を示している可能性があります。全体的に、データは雇用に対す

るバランスの取れた影響を示しており、ほとんどの組織はほとんど

変化を経験していませんが、より集中的に導入している組織では、

労働力の拡大と潜在的な再編の両方の機会が見られます。 

 

 

図22：GenAIが雇用数に与える影響 

生成AIの導入は、あなたの組織の雇用にどのような影響を与えましたか？（1つ選択してください） 

セグメント：組織は生成AIをどの程度導入していますか？（1つ選択してください） 

19% 

従業員を 

増加 
14% 

26% 

67% 

影響なし 76% 

57% 

従業員を

削減 

14% 

11% 

17% 

合計 わずかまたは中程度のGenAI採用 高いまたは非常に高いGenAIの採用 

2024 GenAI survey、Q7に基づいたQ12、サンプル数 = 257 
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GenAIの未来はオープン 

GenAI技術の将来に目を向けます。図23はこの分野でオープンソー

ス ツールが勢いを増していることを示しています。組織の73%が今

後2年間で、オープンソース生成ツールの使用を増やすと予想してお

り26%は大幅な増加を予想しています。このセクションでは、組織

がオープンソース プロジェクトに対して抱いている優先事項、およ

びGenAIの将来に対する主要な視点と共通の目標について検討しま

す。 

 

 

“AIは、次の未来の 

プラットフォームになります。 

AIを身に着け、共に生きましょう。” 

 

 
 

オープンソース プロジェクトの最優先事項 

図24に示すように、今後1年間のオープンソース プロジェクトの

トップ3優先事項は、セキュリティ、オープン スタンダード、デ

ータ ガバナンスであり、組織がこれらのツールにますます依存す

るようになるにつれて、それぞれが中核的なニーズを反映してい

ます。 

セキュリティは最優先事項です。なぜなら、生成ツールは、不

正アクセスや脆弱性に対する強力な保護が必要な機密データを

処理することが多からです。たとえば、CNCFのKubeflowは、

Kubernetes上で、モデルの展開と管理を容易にし、展開プロセ

ス全体にセキュリティに関わる実践を統合するように設計され

ています。 

図23：今後2年間におけるオープンソースGenAI利用の増加 

今後2年間で、組織におけるオープンソース生成AIの使用がどのように変化すると予想しますか？（1つ選択してください） 

著しく増加 

増加 

26% 

47% 

現状維持 

減少 

14% 

2% 

著しく減少 

わからない、 

または確信がない 

2% 

9% 

2024 GenAI survey、Q20、サンプル数 = 297、Q7でGenAIを採用したと回答した組織が回答 
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オープン スタンダードにより相互運用性が実現され、組織はデー

タ処理、モデルの展開、視覚化など、生成ツールを他のシステム

と簡単に統合できるようになります。たとえば、Open Neural 

Network Exchangeはモデルの相互運用性に関するオープン スタ

ンダードを確立しており、あるフレームワークでトレーニングさ

れたモデルを別のフレームワークで実行できるようになります。 

データ ガバナンスにより、組織は品質とコンプライアンスに注意

しながら、生成ワークフローで使用されるデータを、責任を持って 

管理できます。たとえば、ODPi Egeriaは、GenAI技術が典型的

な大規模で複雑なデータセットを扱うときに不可欠なメタデー

タを管理し、明確なデータ来歴を確立するためのオープン フレ

ームワークを提供します。Delta Lakeは、生成プロセスに必要

な膨大なデータセットを保存するための共通アーキテクチャと

して、データ ガバナンスもサポートしています。 

 

 

図24：オープンソースAIプロジェクトの優先順位 

来年に注力すべきオープンソースAIプロジェクトのトップ3優先事項は何でしょうか？ 
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来歴げ 

最優先事項       2番目の優先事項      3番目の優先事項 

 
2024 GenAI survey、Q30、サンプル数 = 15～115、回答者は1行当たり最大3つの優先事項を特定し、任意の質問に回答しています 
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GenAIの将来における 

オープンソースAIの役割 

オープンソースのツールとフレームワークは、今日の基盤であるだ

けでなく、GenAIの将来にとっても不可欠です。図25によると、回

答者の82%が、オープンソース ソリューションは明るい未来にと

って非常に重要であることに同意しており、61%が、メリットがリ

スクを上回ると考えています。 

コストは、オープンソース アプローチを推進するもう1つの重要な

要素です。回答者の66%は、オープンソース ツールは独自のもの 

に比べて全体的なコストが低く、大規模組織と小規模組織の両方に

とって魅力的な選択肢になると考えています。コミュニティ主導の

プロジェクトはライセンス料を削減し、継続的な改善を可能にする

ため、企業は多額の資金を投入することなく高品質のソリューショ

ンを利用できます。 

今後、回答者の48%がオープンソース ソリューションが業界標準に

なると期待しています。これは、重要なツール、フレームワーク、

インフラストラクチャーをすべての人が利用できるようにし、企業

が独自のエコシステムに縛られることなくソリューションを構築、

展開、拡張できるようにするという強い需要を反映しています。 

 

 

図25：オープンソースAIの利点に関する認識 

以下の記述にどの程度同意しますか？（1行につき1つ回答してください） 

オープンソースAIは 

AIの明るい未来のために不可欠 
48% 34% 12% 2% 1% 3% 

オープンソースAIは、独自AIより

も全体的にコストが低くなる 
32% 34% 21% 1% 5% 

32% 29% 26% 6% 

オープンソースAIが業界標準になる 24% 31% 31% 

オープンソースAIは独自AIよりも

リスクが低い 
24% 26% 30% 12% 

オープンソースAIは独自AIよりも

多くの機能を持つ 
18% 24% 39% 10% 

オープンソースAIは独自のAIよりも

性能が優れている 15% 19% 46% 12% 3% 

強く同意 同意     どちらでもない 反対 強く反対 わからない、または確信がない 

 
2024 GenAI survey、Q28、サンプル数 = 311～314、すべての行は必須ではありません 

3% 6% 

4% 5% 

8% 2% 4% 

3% 4% 

7% 

5% 

オープンソースAIのメリットは

潜在的なリスクを上回る 
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オープンソースがGenAIの基盤であるという強い信念に基づいて、

図26はAIにおけるオープン性の需要をさらに検証しています。

図26はAIがますますオープンになる必要があるという点につい

て、回答者の間で強い同意（83%）があることを示しています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

オープン性以外の側面を考慮すると、回答者の74%がエッジ デバイ

スへの移行を予測しており、これは分散処理の重要性の高まりを 

反映しています。データが生成される場所の近くでモデルを実行す

ると、応答時間が短縮され、中央サーバーへの依存度が減り、デー

タをローカルに保つことでプライバシーが向上します。 

回答者の3分の2以上（67%）は、政府による規制が必要だと感じて

います。これは、業界が責任ある開発と使用を保証するために監督

の役割を認識していることを示しています。最後に、62%は、大規

模で集中化されたモデルではなく、より小規模で、より専門的なモ

デルへの移行を予測しています。全体として、これらの見解は、生

成技術がよりオープンで透明になるだけでなく、分散化され、カス

タマイズ可能になり、規制と運用の両方の要求に応答する未来を示

唆しています。 

 

 

図26：GenAIの将来に関する認識 

生成AIの将来について、以下の記述にどの程度同意しますか？（1行につき1つ回答してください） 

AIはますますオープンに

なる必要がある 
49% 34% 13% 1% 2% 

AIコンピューティングは 

エッジ  デバイスに押し出される 
27% 47% 15% 5% 5% 

企業が競争力を維持するには

AIトレーニングが必要 
37% 35% 14% 7%  3% 

AIには政府による規制が必要 36% 31% 20% 6% 2% 

大規模で中央集中化されたAIモデルより、

小規模で専門的なAIモデルが普及する 
27% 35% 24% 7% 5% 

強く同意 同意 どちらでもない 反対 わからない、または確信がない 

2024 GenAI survey、Q45、サンプル数 = 312～316、全ての行は必須ではありません 

“オープン性は、組織や開発者が信頼

を築き、多様なアプリケーションや

ニーズにソリューションをより効果

的に適応させるのに役立ちます。” 
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結論と勧告 

“この分野は依然として注目に値する。

GenAIには大きな可能性があると私は 

信じているが、私の印象では、現在は 

ハイプ サイクルのピークにあるようだ。” 

このレポートの調査結果は、オープンソース 技術がGenAIの急速

な導入と民主化において果たす重要な役割を強調しています。オ

ープンソースのフレームワーク、ツール、コミュニティにより、

組織は高度なGenAIモデルを利用できるようになり、カスタマイズ

されたソリューションの基盤が確立され、共同エコシステムが促

進されています。オープンソースの基盤を持つ組織における高い

導入率は、オープンソースが提供する適応性、コスト効率、透明

性を強調しています。 

オープンソースGenAIへの依存度が高い組織は、生産性、スケーラ

ビリティー、イノベーションの向上を報告しています。Linux 

FoundationやCNCFなどのコミュニティからのサポートは、共通の

標準、堅牢なフレームワーク、セキュア インフラストラクチャー

など、オープンソースGenAIの発展に役立ってきました。

TensorFlow、PyTorch、LangChain、LlamaIndexなどのオープン

ソース ツールは、組織がGenAIモデルを効果的に開発、展開、管

理できるようにするための基礎となってきました。これらのツー

ルは、GenAIの導入を加速するだけでなく、コストを軽減し、独自

システムへの依存を減らし、コミュニティ主導の継続的改善モデ

ルを促進します。 

GenAIテクノロジーが成熟するにつれ、責任を持って効率的に使用

するために、オープンソースは今後も不可欠となるでしょう。オ

ープンソース インフラストラクチャーをクラウド ネイティブ ア

ーキテクチャと組み合わせることで、組織の目標に沿ったスケー 

ラブルで柔軟な展開が可能になります。特にKubernetesは、必

要なスケーラビリティー、柔軟性、運用上の回復力を提供し、

GenAIワークロードのオーケストレーションと管理に不可欠なツ

ールとして登場しました。オープンソース ソリューションを統

合することで、組織はデータとモデルの動作を制御し、規制遵

守と倫理的配慮をサポートできます。 

今後、組織はGenAI導入の中核戦略としてオープンソース ソリ

ューションを優先することが推奨されます。さらに、オープン

ソース プロジェクトへの積極的な貢献を奨励する必要がありま

す。この取り組みにより、AIコミュニティが強化されるだけで

なく、組織がツールやフレームワークを構築して、特定のニー

ズをより適切に満たすことができるからです。 

GenAI技術の将来に目を向けると、AI分野におけるオープンソー

スの影響はさらに拡大すると予想されます。この調査では、AI

はますますオープンになる必要があるという意見に83%の組織

が強く同意または賛同していることが明らかになりました。さ

らに、82%がオープンソースAIは持続可能なAIの未来にとって重

要な要素であると回答し、61%がオープンソースのメリットが

関連するリスクを上回ると確信しています。オープンソース

GenAI技術の成長は大きく、組織の73%が今後2年間でオープン

ソース生成ツールの使用を増やすと予想し、26%が使用の大幅

な増加を予測しています。 

この調査では、回答者の82%がオープンソースを持続可能な

AIの未来にとって重要な要素と見ており、61%がオープンソ

ースのメリットが関連するリスクを上回ると確信しているこ

とが明らかになりました。イノベーション、透明性、コスト

効率を共有する環境を育むことで、オープンソースの取り組

みはAI開発の業界標準になる可能性があります。特に、モデ

ルのセキュリティ、倫理的ガバナンス、相互運用性などの分野 
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におけるコミュニティ主導の改善により、組織はGenAI技術を

セクター全体で責任を持って包括的に導入できるようになりま

す。 

GenAIを取り巻く複雑さと倫理的考慮事項に対処するには、オ

ープンソース コミュニティ内で堅牢なオープン ガバナンス プ

ラクティスを確立することが不可欠です。これには、データ処

理、モデル トレーニング、運用プラクティスに関する透明な標

準を採用し、AIシステムが幅広い社会的価値観と一致するよう

にすることが含まれます。さらに、オープンソース ベースのモ

デルとフレームワークは、中立的な組織によってサポートされ

る必要があります。中立的な組織は、特にGenAIアプリケーシ 

ョンが進化し続ける中で、公平なガバナンスを提供し、包括的な意

思決定を促進できます。 

要約すると、オープンソースはGenAIの将来にとって不可欠であり、

アクセシビリティ、イノベーション、倫理的配慮を推進します。オ

ープンソース戦略を採用し、これらのコミュニティに貢献する組織

は、AIの進歩の最前線に留まるのに有利な立場にあります。知識の

共有、責任あるガバナンス、継続的なイノベーションを優先するエ

コシステムを促進することで、業界はGenAI技術が組織、個人、そ

して社会全体に利益をもたらす方法で発展することを保証できます。 

 

 



生成AIの未来を形作る 40  

調査方法 
 

調査について 

この調査の基礎となったのは、Linux Foundation Researchとその

パートナーが2024年8月から9月にかけて実施したWeb調査です。

調査の目的は、組織におけるGenAI技術の導入、使用、課題、お

よびこの分野におけるオープンソースの役割を理解することでし

た。 

サンプルはLinux Foundationの加入者、メンバー、パートナー コ

ミュニティ、ソーシャル メディアから収集しました。徹底した事

前審査、調査のスクリーニング質問、データ品質チェックを通じ

てデータ品質を確保し、回答者が所属する組織を代表して質問に

正確に回答できるだけの十分な専門的経験を持っていることを確

認しました。 

調査データは、業界特化型の企業、ITベンダーやサービス プロバイ

ダー、非営利団体、学術機関、政府機関から収集しました。回答者は

さまざまな垂直産業やあらゆる規模の企業にまたがり、南北アメリカ、

ヨーロッパ、アジア太平洋、その他の地域の4つの地域からデータを

収集しました。 

2024 GenAI調査は、スクリーニング、回答者の人口構成、GenAIへ

の投資、GenAIに関する懸念、組織におけるオープンソースAI、

GenAIの技術、GenAIのインフラストラクチャー、およびGenAIから

得られる利益より成る46の質問で構成されました。2024 GenAI調査、

そのデータセット、および調査の頻度へのアクセスについては、以下

のData.Worldのアクセス情報を参照してください。調査のハイレベル

な設計を図27に示します。 
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図27：調査設計 調査回答者の選別では、回答者を検証するために3つの変数を使用

しました。 

• 組織内のGenAIインテリジェンスの導入に精通しているか、

非常に精通しているか、または極めて精通している必要が

あります 

• 組織で働いている必要があります 

• ある程度の専門的な経験をしている必要があります 

合計316人の回答者が調査に回答しました。このサンプルの誤差

範囲は、90%の信頼度で±4.7%、95%の信頼度で±5.5%でした。 

このレポートにおけるパーセンテージ値は、四捨五入により合計

が正確に100%にならない場合があります。 

回答者は調査のほぼすべての質問に回答することが求められ

ていましたが、回答者が質問に答えられない場合に備えて、

すべての質問の回答リストに「わからない、または確信がな

い」（DKNS：Don’t know or not sure）という回答を追加しま

した。しかし、これによりさまざまな分析上の課題が生じま

した。1つの方法は、DKNSを他の回答と同様に扱い、DKNS

と回答した回答者の割合を知ることでした。この方法の利点は、

収集されたデータの正確な分布を示すことです。この方法の課題

は、有効な回答、つまり回答者が質問に答えることができた

回答の分布を歪める可能性があることです。このレポートの分

析の一部では、DKNS回答を除外しています。これは、欠損デー

タが、ランダムに欠損しているか、完全にランダムに欠損してい

るか、に分類できるためです。質問からDKNSデータを除外して

も、他の回答のデータ（カウント数）の分布は変わりませんが、

残りの回答全体に対する回答の割合を計算するために使用される

分母のサイズは変わります。そのため、残りの回答の割合の値が

比例して増加します。DKNSデータを除外することを選択した場

合、図の脚注には「DKNSの回答は分析から除外しています」と

いうフレーズが含まれます。 

質問 質問のカテゴリ 質問に回答する人 

Q1～Q6 人口構成 全回答者（N=316） 

Q7～Q16 
組織におけるGenAIの重

要性と投資 

GenAIを採用した組織

（N=297） 

Q17～Q18 GenAIに関する懸念 

Q17は GenAIを採用した組織

（N=297） 

Q18は全回答者（N=316） 

Q19～Q26 
組織におけるオープンソース
AI 

GenAIを採用した組織

（N=297） 

Q27～Q30 
オープンソースAIに関す

る展望 
全回答者（N=316） 

Q31～Q34 GenAIの技法 
GenAIを採用した組織

（N=297） 

Q35～Q39 
GenAIのインフラストラク

チャー 

Q35、Q36、Q38は推論に

GenAIを使用する組織

（N=193） 

Q37、Q39はモデルをトレー

ニングに使用する組織

（N=113） 

Q40～Q42 セルフホスティングGenAI 
セルフホスティングをし

ている組織（N=209） 

Q43～Q44 
GenAIによる組織個々の

利益 

GenAIを採用した組織

（N=297） 

Q45～Q46 GenAIの将来 全回答者（N=316） 
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Data.Worldへのアクセス 

Linux Foundation Researchは、それぞれの実証的プロジェクト 

データセットをData.Worldで公開しています。このデータセット

には、調査ツール、生の調査データ、スクリーニングおよびフィ

ルタリングの基準、調査の各質問の頻度チャートが含まれていま

す。このプロジェクトを含むLinux Foundation Researchデータ

セットは、data.world/thelinuxfoundationで見つかります。Linux 

Foundationデータセットへのアクセスは無料ですが、Data.World

アカウントを作成する必要があります。 

回答者の人口構成 

これらの人口構成は、2024年のGenAI調査回答者のプロファイルを提

供します。より洞察に富んだ分析を容易にするために、図28のすべて

の人口構成を再グループ化しました。元の調査ツール、ソース データ、

調査頻度については、上記のData.Worldアクセスを参照してください。 

 

 

図28：回答者の人口構成 

その他, 17% 経営幹部, 22% 

専門経験年数 

2年以下, 3% 

2～4年, 8% 

非常に熟知し

ている, 32% 

熟知している, 

33% データ サイエンス, 

8% 20年以上, 

49% 

5～9年, 12% 

運用, 8% 
開発者, 20% 

とても熟知している, 

35% 

コンサルタント, 9% 

管理者, 16% 

10～19年, 28% 

2024 GenAI survey、Q1、サンプル数 = 316 2024 GenAI survey、Q2、サンプル数 = 316 2024 GenAI survey、Q3、差プル数 = 316 

組織のタイプ 組織の所在地 組織規模（従業員数） 

その他, 8% 
その他の国, 9% 

10,000以上, 

29% 

10人以下, 

20% 

IT分野の事業者, 

5% 

ヨーロッパ, 

17% 

南北アメリカ, 55% 

IT分野以外の

事業者, 33% アジア太平洋, 

18% 
250人～9,999

人, 

24% 

10人～249人 

27% 

2024 GenAI survey、Q4、サンプル数 = 316 2024 GenAI survey、Q5、サンプル数 = 316 2024 GenAI survey、Q6、サンプル数 = 316 

GenAIの熟知度 主要な職務 

http://data.world/thelinuxfoundation
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